
　令和４年度がスタートしました。菊地園長の定年退職をはじめ退職や転入・転出が例年に比べ多かっ
たこともあり、慌ただしい年度始めとなっています。幸いにも残った職員の皆さんがしっかりと寮運営を
行ってくださり、また、新しい職員の皆さんも懸命に各業務に取り組んでいただき、問題なく施設運営が
できています。
　
　昨年度は、新型コロナウイルスが猛威を振るい、花園でも１月中旬から２月下旬にかけて男子棟の利
用者や職員が多数感染してしまいました。感染者は、利用者１名が動脈血酸素飽和度の低下が見られ
たことから入院しましたが、無事に退院することができました。その他の感染者は、体温や動脈血酸素
飽和度など、体調に心配な点が見られないまま全員の療養期間を終了することができました。御利用
者様とその御家族様、関係機関の方々には大変な御心配と御不便をおかけしました。また、職員の皆
さんにも大変なご苦労をおかけしました。
　今回の経験を踏まえ、「持ち込まない」「持ち出さない」「拡げない」ための基本的な感染症対策を更に
徹底してまいります。また、発生時を想定した実践的な訓練や必要な物品の確保などに平時から取り組
み、適切な初動対応がとれるように努めてまいります。
御家族の皆様には、感染状況等により、再度、来園や面会の自粛等の御協力をお願いする可能性もあり
ますが、御了承のほどよろしくお願いいたします。

　さて、昨年６月から男子棟の東側に建設中の障害者支援施設皆光園の仮設居住棟がいよいよ今年の
９月中旬に完成予定となります。皆光園の改築工事に伴い、皆光園利用者の方々が一時的に生活され
る場所となります。９月中旬以降、皆光園から順次仮設棟に引っ越し、令和６年６月頃まで生活する予
定となります。皆光園利用者の方々約５０名と約１年半御一緒させていただくことになります。せっかく
の機会ですので、イベント等を通じた交流を図り、お互い楽しく生活できるようにしていきたいと思いま
す。
　なお、仮設居住棟については、皆光園利用者の利用終了後は、花園の作業棟として使用する予定と
なっています。工事期間中は、御迷惑をお掛けすることもあるかと思いますが、安全には充分配慮し実
施してまいります。また、工事の進捗状況等の情報については、逐次お知らせいたします。

　最後になりますが、新型コロナの影響により、利用者の皆さんの生活上での制約が多くなっています。
そうした中でも、楽しみにされている行事や外出等をはじめ生活全般について、職員の智恵や工夫によ
り、今年度も、職員一同、より良い支援の提供に努めて参ります。
 御利用者様とその御家族様、関係機関の方々には、引き続き施設への御支援の程よろしくお願いしま
す。
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令和４年度ごあいさつ 戸澤園長

新 任 ・ 転 入 職 員

本部事務局から赴任して参りました戸澤武史（とざわたけし）と申します。これまでは児童養

護施設や本部事務局で主に仕事をしてきました。花園での新たな出会いや発見がとても楽しみ

です。デスクワークだけではなく、体を動かすことも好きなので、遠慮せずにお声をかけていた

だければと思います。様々な形で皆様のお役に立てるよう尽力して参りますので、どうぞよろし

くお願いいたします。

今年度より花園へ異動となりました江黒英幸と申します。以前は嵐山郷生活援護部（高齢者で

車イスの方が殆どの部署）で８年利用者さんの支援をさせてもらいました。花園は自身で動け

る方が多いですが、高齢化も今後の課題となっていると聞いていますので、今までの経験・知識

が役立てればよいと思っております。利用者さんが健康で充実した生活が送れるように頑張るの

でよろしくお願いします。

今年度４月より本部事務局から花園へ異動となりました舩川です。利用者さんが充実した生

活を送れるように、そして職員の皆さんが快適に支援に向き合えるよう頑張りますのでどうぞよ

ろしくお願いします。

あげおから異動してきました丸山です。あげおでは障害を持った方の支援をさせて頂きました。

花園では男子１寮で働かせて頂きます。あげおで学んだ知識や技術を活かし、常に利用者目線

に立つことを忘れずに利用者さんの方に寄り添った支援をしていきたいと思います。皆様、どう

ぞよろしくお願いいたします。

４月から花園で働かせていただきます、主事の小林です。１年目でまだわからないことばかり

ですが、これから花園や利用者の方々に貢献できるよう、精一杯学んでいきたいと思います。

未熟な点も多々あると思いますが、ご指導のほどよろしくお願いします。

この度、４月から男子１寮で支援員として勤務させていただくことになりました本田紘四郎

です。初めての就職で至らぬところもありますが、大学で学んだ福祉の知識を活かし、利用者

の皆様が楽しく充実した生活を送れるよう精一杯頑張ります。よろしくお願いいたします。

今年度4月から花園女子１寮の支援員となりました。根岸彩芽です。3月まで通っていた学校

では、保育・こども関係について学んでおりました。

至らぬ点も多々あるかと思いますが、よりよい支援ができるよう努力してまいります。よろしく

お願いいたします。
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この度、花園女子２寮で支援員を努めさせていただくことになりました、新井さゆりです。学生の

時は動物について学んでいました。好きなことは映画鑑賞や読書、日帰り旅行です。

精一杯頑張りますので何卒よろしくお願いいたします。

令和４年３月より、副支援員として男子１寮に勤務することになりました、吉田悟と申します。前

職では知的障害の方々に対する作業支援、世話人等の業務を携わっていました。まだまだ不慣れな

所も多々ありますが、多くの先輩方の丁寧な指導に対して感謝の気持ちで一杯です。今後も利用者

さんの皆様のお役に立てるように日々勉強したいと思っていますので、宜しくお願いいたします。

外 部 異 動 職 員

＜嵐山郷へ異動＞
令和４年度定期人事異動により、本部事務局に異動することとなりました。

４年に渡って本当に充実した日々を過ごすことができました。利用者の皆様、保護者・関係

者の皆様、職員の皆様、花園に関わる全ての方に感謝します。ありがとうございます。

特に今年１、２月は、新型コロナウイルス感染症が園内で発生し、激動の日々を過ごしました。

その中で、菊地園長や恩田副園長の強いリーダーシップのもと、職員一人一人の感染拡大防

止の高い意識と部署を横断した協力により感染を終結させることができました。一緒に働けた

ことを本当に誇りに思います。

まだまだ事業団での職業人生が続くと思いますので、この先も皆さんと一緒に働くことがあ

るものだと確信しています。４年間、本当にありがとうございました。また必ず！

＜嵐山郷へ異動＞
花園では、男子２寮で８年間、男子１寮で４年間、大変お世話になりました。利用者の皆様とは、毎日

を一緒に過ごしたり、様々な場所に出掛けたりする中で、たくさんの思い出ができました。職員の皆

様には、困ったときには相談に乗っていただいたり、支えられながら職務に臨むことができました。利

用者・職員の皆様のおかげで、毎日楽しく過ごすことができました。本当にありがとうございました。

異動先でも、花園で学んだことを大切にしながら、自分にできることを精一杯頑張っていきたいと思

います。１２年間ありがとうございました。

＜おお里へ異動＞
私は平成30年4月から4年間、女子1寮でお世話になっていました。異動当時は障害を持つ

方と関わることが初めてで戸惑いもあり、振り返ると失敗も多く、皆様にご迷惑をお掛けする

事が多々ありました。そんな私がこれまで花園で仕事を続けられたのは、ひとえに利用者や

職員、保護者の皆様が暖かく受け入れて下さり、優しく見守ってくださったからです。居場所

を与えて下さり、本当にありがとうございました。皆様との出会いと、いただいた暖かい気持

ちを大切に、異動先でも頑張ります。4年間、お世話になりました。

＜嵐山郷へ異動＞

花園では副支援員として3年間勤務していましたが、今回正規職員となり嵐山郷へ異動する

事となりました。思えば、3年前他福祉施設で勤務経験はあっても完全に環境が変わる事で不

安な気持ちを抱えて初出勤したのを昨日の事のように覚えています。でも職員さんと利用者

さんに暖かく迎えて頂いてとてもうれしかったです。花園で勤務している中で楽しかった事・う

れしかった事辛かった事様々な事がありました。それも今後の糧にして日々精進したいと思い

ます。皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。3年間本当にお世話になりました。

＜嵐山郷へ異動＞

私は、花園で副支援員として約1年と短い期間でしたが、未経験な私を快く受け入れて頂き誠

にありがとうございました。利用者の皆様・職員の皆様に色々な事を教わり、学び、楽しく支援

が出来き、職員同士の環境もとても良い職場でした。嵐山郷への異動になりましたが、異動先

でも精一杯頑張っていきたいと思います。

退 職 職 員

花園の利用者の皆様、保護者の皆様、職員の皆様、大変お世話になりました。お蔭をもちまし

て、花園での勤務は、職業人生の中で最も充実した最高の５年間となりました。心より感謝を申

し上げます。歴史ある花園、皆様の力で、伝統を大切にしつつ新しいものを取り入れ、さらに素

晴らしい施設を築いていただきたいと思います。花園から離れますが、これからも見守り応援し

ています。皆様の末永い御健勝をお祈り申し上げます。

私は男子２寮で２年、庶務で１年、花園で働かせていただきました。現場と事務それぞれで多

くのことを学ぶことができました。

短い期間ではありますが、利用者さん・職員・ご家族の皆様と関わることができて良かったです。

本当にありがとうございました。
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令和４年３月中旬から花園で働かせていただいております。今までは全く異なる職種で働いて

いたので、支援員の仕事は覚えることやとまどうことも多いです。その中でも日々利用者さんの

笑顔にはげまされています。一日でも早く仕事を覚えて戦力になれるよう頑張りますのでよろしく

お願いいたします。
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この度、男子1寮を16年間在籍いたしましたが退職いたすことになりました。

在職中は、皆様方には、温かいご指導とご支援を心よりの感謝を申し上げます。

日中活動では、全活動に参加し男子1寮を始め他利用者様とも関わる事が出来楽しい思い出にな

りました。

先の見えないコロナ禍での皆様のご健康とご多幸をお祈りいたします。

大変お世話になりありがとうございました。

アッという間の3年間。いいんだろうかと思うほど楽しく勤務させていただき、感謝し

かありません。継続フェードアウトもまた生き方ですが、未だ何処かに何かやれそうなこ

とがある気がして、ピンピンコロリを目指していこうと思います。

お世話になった皆さんどうかお体を大切に花園友の会の一員として、更なるご発展を心

より応援させて下さい。お元気で！

花園の職員、利用者の皆様お世話になりました。

男子１寮にて３年という短い期間でしたが、私にとって中身の濃い意義のある３年でした。

谷寮長はじめ職員の方々の出会いに感謝しております。

風通しの良い、恵まれた環境の中で働けた事ありがとうございます。

内 部 異 動 職 員

お知らせ

昨年度においては、新型コロナウイルス感染症の関係で、楽しみにしていたイベントや外出が軒並み中止と

なり、利用者の皆さんには非常に残念な思いをさせてしまいました。

その中でも花園内で楽しめる様々なイベントを企画・実施しました。

今年度も引き続き、施設内で楽しめるイベントを企画予定です。花園ホームページにて、実施したイベント等

について掲載しますのでぜひご覧下さい。

花園ホームページURL https://www.sswc-
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このたび、職員を退職することになりました。

木を通して、利用者の活動に少しでも貢献できたかなと思います。

引き続き、花園には、顔を出していきますので、見かけたら声をかけてください。

長い間、ありがとうございました。


